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森と木のエンジニア科　入試日程
 推薦入試　   2013年11月  2日(土)
 一般入試１　2013年12月21日(土)
 一般入試２　2014年  1月25日(土)
 一般入試３　2014年  3月  8日(土)
 ※一般入試３は一般入試２終了後、定員数を満たしている場合には実施しません。

森と木のクリエーター科　入試日程
 一般入試１　2013年11月  3日(日)
 一般入試２　2013年12月22日(日)
 一般入試３　2014年  1月26日(日)
 一般入試４　2014年  3月  9日(日)
 ※一般入試４は一般入試３終了後、定員数を満たしている場合には実施しません。

※最新情報はホームページをご覧ください。
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　tel：0575-35-2525　fax：0575-35-2529
　mail：info@forest.ac.jp

ホームページ ：http://www.forest.ac.jp
アカデミーブログ ：http://gifuforest.blogspot.jp/
facebookページ ：http://www.facebook.com/forest.academy

地域の自然を知り、活かす！
　地域を活性化するにはまずその地域をよく知らなくてはいけません。山村づく

り講座１年生では、地域の自然環境をマクロからミクロの視点まで繋げて理解

し、その暮らしぶりを社会的・歴史的な視点からもフィールドワークする「地域

調査法演習」という授業があります。

　まず、事前に地質や地形や植物など自然環境に関することを調べてから現地入

り。自分の足で歩きながら自然を確認していくと、新たな発見があります。さら

に、地元のことは地元に聞け！ということで、「地元学」の手法を用いて体当た

りで地域の情報を集めます。五感を全開にして地域の特徴を感じとり、暮らしの

背景にある思いを理解することも重要な訓練です。調べた結果は整理したあと地

元の人の前で発表します。よそ者の視点を入れることで、地元の人が自分たちの

地域を再発見し、誇りを持つことが、地域が元気になる出発点です。 学生はフィ

ールドで住民の方とふれあいながら、その手法や重要性について学んでいきま

す。森林文化アカデミーの授業はいつも実践的です！

（山村づくり講座　柳沢直）

おうらいの茶の間、進行中！！
　木造建築講座の特徴ある学びの１つ「自力建設」は、右も左もわからない新入

生にいきなり課題を出します。今年は、アカデミー校舎を結ぶ渡り廊下です。今

年選ばれた計画案は家族の集まるお茶の間をイメージした「おうらいの茶の

間」。夏休み前に同級生が一丸となって実施図面としてまとめ上げました。

　木造建築講座の夏は、自力建設の工事に費やします。まずは、照り付ける日差

しのもと、基礎工事です。この経験が、将来の自信となります。夏休み？後半

は、大工修行です。エンジニア科の学生も交じって、木材を加工していきます。

　これらの経験で、何が必要な情報なのか、効果的に職人さんに意図を伝えるに

はどうするか、予算やスケジュールの管理の難しさなど身をもって体得します。

　９月末には、建て方が待っています。２月の竣工に向けて、いろいろな困難も

あるでしょう。ですが、困難が大きいほど、それを乗り越えたところに、達成

感、満足感が訪れます。ガンバレ！！一年生。

（木造建築講座　辻充孝）

「森と子どもが教科書です。」
　森林を活用した人づくりのリーダーを養成している本コースには、教室や教科

書はありません。その代わり、森のようちえんやプレーパーク、自然教室やキャ

ンプなど、森や子どもと真剣に向き合うナマの現場が教室であり教科書です。

　毎日のように森で過ごし、自然や子どもたちから生まれてくる不思議や課題に

ぶつかり、その答えを学生自らの力で導き出し行動する。そんなふうに体験的に

学ぶ方が、知識や技術を一方的に受身で教わるよりも確かな力になると信じてい

るからです。ですから写真のように、子供たちと一緒になって、本気で「フシギ

なムシ」を観察し続けるのも大切な授業です。

　自然も子どもも、常に変化し続け、ひとつとして同じものはありません。「今

ここ」で何が起きているかを的確にとらえ行動できる、そんなステキな力をもっ

た「人づくり」のプロが今後もアカデミーの森から巣立っていくのを応援し続け

たいと思っています。

（自然体験活動指導者・インタープリター養成コース　萩原･ナバ･裕作）

　 　




